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大盛況のうちに終了いたしました
　昨年１２月３日(金)～１３日(月)世
界最大級のクリスマスツリーとドイツ
クリスマスマーケットでにぎわう梅田
スカイビルに、障害者の自立を支援す
るさまざまなグループが集い“ふれあ
いトゥギャザー・とっておきの芸術祭
２００４”を開催いたしました。�
「まちで普通に暮らしたい」障害のあ
る人たちの願いであるノーマライゼー
ションの実現するためには、みんなが
共に助け合い支え合う社会づくりが必
要です。

ふれあいトゥギャザー・とっておきの芸術祭2004

　内閣府主催の「心の輪を広げる体験作文
と障害者週間のポスター」入選作品と「パ
ネル展　共生社会をみんなで作るために」
の展示が空中庭園展望台のギャラリーで12
月３日から６日まで開かれました。
　関西電力㈱主催の「かんでんコラボアー
ト２１」が１２月３日から９日まで同じフ
ロアーで公開展示されました。同社創立５
０周年記念行事の一環で今年で４回目を迎
えます。
　トゥギャザーとセルプショップぶなの森
は障害者手づくり製品の展示・販売をウェ
ストタワーロビーで１２月３日から５日ま
で３日間開催しました。�
　１人でも多くの人に見てもらい買っても
らうことが私たちの願いです。年を追うご
とに参加施設が増えて、今年は全国から

障害者週間にフィランソロピーの贈りもの

ＮＰＯ(特定非営利活動）法人トゥギャザー（Together）とは・・・
私たちは障害者と社会の架け橋として、障害者の自立と社会参加を3つの活動でお手伝います。

労働支援
製品の生産を受注から品質向上までトータルに支援します。

販売支援
製品の販売を積極的にサポートします。

住環境コーディネート
グループホームの実現を応援します。 

開会セレモニーで
挨拶する内閣府参
事官（障害者施策
担当）依田晶男氏

５０数施設が参加するという盛況でした。
　全国さをり織協働組合による「とっておきのさをり展Ⅹ」
が引き続いて同じフロアーで12月８日から13日まで開かれ、
今年で１０回目になります。「さをり織り」は自分の心のま
まに織る、自分の感性がそのまま現れる自由な織物です。
　次ページ以降に掲載するシンポジウムも含めまして、障害
者や障害者を支えるさまざまな活動を多くの皆様に見ていた
だくことができました。
　会場を提供していただいた積水ハウス梅田オペレーション
㈱を始め、ご協力いただいたみなさま本当にありがとうござ
いました。



ふれあい　トゥギャザー

法人会員の㈱ヴィヴィッドのご協力で、トゥギャザーの活動内容や製品紹介、これまでのニュース
などを公開しています。

みなさんのアクセスお待ちしています！
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トゥギャザーのホームページ　アドレス�
http://www.osakashinumedacity.com/together/�

？
　障害のある人たちが働いている福祉施設として「Ｓ
ＥＬＰ／社会就労センター（法律名称：授産施設）と福
祉共同作業所（無認可）」があります。
「セルプ」とは英語で、自立自助を意味するＳＥＬＰ－
ＨＥＬＰから作られた造語です。セルプには障害のあ
る人たちが自立を目指して、働くことに挑戦する願い
が込められています。
　現在、全国に約2,000の社会就労センターがあり、
80,000人が自立のために働いており、福祉共同作業
所は6,000にせまる勢いです。これが、ＳＥＬＰ事業、
ＳＥＬＰ製品です。

セルプって

基調講演をしていただいた
早瀬　昇氏

約200名の方がシンポジウムに聞き入りました

開会挨拶　ＮＰＯ法人トゥギャザー　理事長　　　　　　　　　　　中條　桂

来賓挨拶　内閣府参事官（障害者施策担当）　　　　　　　　　　　依田　晶男

基調講演　「障害者施設と企業の協働に向けて」
　　　　　社会福祉法人大阪ボランティア協会　理事・事務局長　　早瀬　昇
事例紹介
　１．労働組合が行う社会貢献活動
　　　　日産労連ＮＰＯセンター「ゆうらいふ２１」�
　　　　　日産労連リック事業部　福祉局　次長
　　　　　特定非営利活動法人　日産労連ＮＰＯセンター
　　　　　「ゆうらいふ２１」事務局長　　　　　　　　　　　　　二木　栄一

　２．「住まいの参観日」のノベルティーに
　　　　積水ハウス株式会社　販売促進部　部長　　　　　　　　　山田　准一

　３．ミュージアムグッズ受賞「サブレのクルマ博物館」の開発
　　　　ＮＰＯ法人　企業ミュージアムの協会　理事長　　　　　　亀田　訓生
　　　　社会福祉法人こじま福祉会
　　　　　豊田市立身体障害者通所授産施設さくらワークス　所長　高橋　義広
　　　　トヨタ自動車株式会社　歴史文化部　トヨタ博物館　学芸グループ担当部長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　杉浦　孝彦

　４．商品開発やシステム開発など、施設と企業との協働の取り組み
　　　　ＮＰＯ法人トゥギャザーが行う分業型のプロジェクト「七夕プロジェクト」�
　　　　　ＮＰＯ法人トゥギャザー　専務理事　　　　　　　　　　上月　正洋

パネルディスカッション
　「同じ社会に住む住人として～障害者施設と企業の協働を考える」

コーディネーター　社団法人日本フィランソロピー協会　理事長　　高橋　陽子

パネリスト　　　　内閣府参事官(障害者施策担当)　　　　　　　　依田　晶男

　　　　　　　　　大阪ガス株式会社　いきいき市民推進室長
　　　　　　　　　大阪ＮＰＯセンター　理事　　　　　　　　　　春井　徹郎

　　　　　　　　　社会福祉法人大阪府社会福祉協議会　セルプ部会長
　　　　　　　　　社会福祉法人わかくさ福祉会　常務理事　　　　西山　和幸

閉会挨拶　財団法人国際障害者年記念ナイスハート基金　理事長　　瀬田　公和

交 流 会

日　　時　平成１６年１２月３日(金)１３時～１８時
会　　場　梅田スカイビル　３６Ｆ　スカイルーム　（大阪市北区）
主　　催　財団法人国際障害者年記念ナイスハート基金
　　　　　ＮＰＯ法人トゥギャザー
後　　援　内閣府／大阪府／連合大阪／社団法人日本フィランソロピー協会／
　　　　　社会福祉法人大阪ボランティア協会／社会福祉法人大阪府社会福祉協議会／
　　　　　大阪府授産事業振興センター／きょうされん大阪支部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

　去る１２月３日梅田スカイビルスカ
イルームで財団法人国際障害者年記念
ナイスハート基金とＮＰＯ法人トゥギ
ャザーの主催による「障害者施設のも
のづくりと社会を考えるシンポジウ
ム」が開かれ、会場一杯となる200名
の参加者が集まり、大盛況のうちに終
了しました。
　トゥギャザーにとっては今回初めて
の試みでしたが、内閣府を始め行政・
企業・有力な市民団体・福祉施設関係
者の理解と協力によって実現したもの
で、中身の充実した発表、議論があり
意義深いシンポジウムとなりました。�
　来賓として、内閣府障害者施策担当
依田参事官より、共生社会の実現に向
けて心の身だしなみとして障害につい
て理解し、日常生活や事業活動の中で
の配慮や工夫の必要性について挨拶が
ありました。

障害者施設のものづくりと社会を考えるシンポジウム
平成１６年度障害者週間協賛行事
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正会員　　個人　１０，０００円　法人　２０，０００円（この法人の目的に賛同し、法人の活動を推進する個人および団体）

協力会員　個人　　５，０００円　法人　１０，０００円（この法人の目的に賛同し、法人の活動に協力する個人および団体）
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たくさんのみなさんのご入会お待ちしています�
トゥギャザーは障害者と社会の架け橋として、さまざまな活動を行います。ご入会お待ちしています。�

事例紹介
日産労連�
二木氏

事例紹介
積水ハウス㈱

山田氏

事例紹介　
NPO法人企業ﾐｭｰｼﾞｱﾑの協会

亀田氏　

事例紹介
トヨタ博物館

杉浦氏

事例紹介
さくらワークス

高橋氏

事例紹介
NPO法人トゥギャザー

上月氏

パネルディスカッションをする
西山氏　　春井氏　　依田氏　　高橋氏

　基調講演では(福)大阪ボランティア協会早瀬事務局長より、
旧来の企業の社会的責任という概念は時代とともに変化してお
り、現代の「社会貢献」活動は経営戦略の一環として捉えられ
ていること、その意味でも今後のＣＳＲ(Corporate Social 
Responsibility：企業の社会的責任）の展開に注目していきた
いとの話がありました。
　また、障害者施設と企業との新たな関係構築には｢WIN-WIN｣
の考え方が大切で、その実現のためには市民活動を中心とする
中間支援組織の存在が不可欠であると締めくくりました。

　事例紹介は障害者
の自立支援をする企
業やＮＰＯから、それ
ぞれの活動について
の報告がなされ、大き
な感動を呼びました。

パネルディスカッション

同じ社会に住む住人として～障害者施設と企業の協働を考える

　支援費制度の導入、福祉体系の見直しなど今、障害
者福祉制度が大きく変わろうとしています。開かれた
施設づくり、効率的な施設運営、売れるものづくりな
ど施設の現場ではさまざまな課題を抱えています。
　一方、企業社会においては、経営の効率化が求めら
れている中で、自らの企業理念に照らして社会貢献、
ＣＳＲに真剣に取り組んでいます。
　また、社会的課題を自分たちの手で解決しようとす
るＮＰＯをはじめとした市民活動も活発になってきま
した。�

　こうした背景の中で障害者施設の現場と企業がお互

いの理念と存在を尊重しながら新しいつながりをつ
け、協働関係を考える場としてこのシンポジウムが開
催されました。�
　かねてより施設の自主製品づくりのテーマに取り組

んでこられた(社)日本フィランソロピー協会の高橋理事長がコーディネーターとなり、行政から内
閣府の依田参事官、企業から大阪ガス㈱いきいき市民推進室春井室長、福祉施設から(福)大阪府社
会福祉協議会西山セルプ部会長が、それぞれの立場からの意見発表と討議がなされました。
　会場との対話もあり、終始熱心な議論が取り交わされ有意義なシンポジウムとなりました。
　シンポジウム後は会場を移し交流会も行い、名刺交換や和やかな談笑風景が見られました。

（シンポジウムの資料や発言内容等は、後日トゥギャザーのホームページに掲載
いたしますので、ぜひごらんになってください。)

トゥギャザーを通じてセルプ製品販売にご協力いただいている�
企業・団体（５０音順・敬称略）

トゥギャザーに助成いただいている企業・団体(順不同・敬称略)
松下電器｢ボランティア市民活動資金支援プログラム｣�
積水ハウス梅田オペレーション株式会社
大同生命社会貢献の会
(社)日本フィランソロピー協会(日本財団助成)
大阪新梅田シティライオンズクラブ
コミュニティケア活動支援センター（住友生命）

いちよし証券㈱
伊藤ハム㈱
㈱ヴィヴィッド 
㈱梅田画廊
エコ＆ピースなら
㈱ＮＴＴドコモ関西
㈱ＮＴＴネオメイト関西
大阪ガス㈱いきいき市民推進室
川西市職員組合
関西電力㈱
近畿労働金庫
㈱金紋ソース

炭みや販売㈱ �
第一生命保険(相)�
津カントリー倶楽部�
東芝エレベーター㈱�
東宝ビル管理㈱�
東洋ビルメンテナンス㈱�
㈱テプコシステムズ（東京電力系）�
ファンファンプラザテナント会�
富士ゼロックス端数クラブ�
三井住友海上火災保険㈱�
ロールケーキ専門店cocoron tea

㈱クボタ堺製造所�
堺陵東ライオンズクラブ�
三洋ホームズ㈱�
㈱ＪＲ西日本デイリーサービスネット�
星光ビル管理㈱�
積水ハウス㈱�
積和不動産㈱�
積和不動産東北㈱�
積和不動産中部㈱�
積和不動産関西㈱�
積和不動産中国㈱



ふれあい　トゥギャザー

　皆様、新年明けましておめでとう

ございます。

　昨年は、漢字｢災｣に象徴されるよ

う天災や不幸な事件、景気の伸び悩

みといった暗い話題が多い一年でし

た。揮毫した清水寺森清範貫主の

｢新年は災い転じて福となってほし

い｣という言葉が胸に響きました。

　トゥギャザーは昨年、災いではな

く大きな課題を一つ一つクリアして

いきました。その集大成の年末の取

り組みを今回ご報告させていただ

き、ようやく初春を迎えたという心

境です。

　今年は昨年の実績を糧に、より一

層活動の発展をしていきたいと思っ

ています。

　旧年の皆様のご支援ご協力に感謝

申し上げますとともに、本年もどう

ぞよろしくお願い致します。

　　　　　　　　　　（長谷川記）
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事務局より

発行

NPO（特定非営利活動）法人

トゥギャザー

事務局
〒596-0054
大阪府岸和田市宮本町46-2�
（セルプショップぶなの森内）
ＴＥＬ／ＦＡＸ　(0724）30-4446�
E-mail together@k4.dion.ne.jp
http://www.osakashinumedacity.com/
together/
(土・日はお休みをいただいています)�

�
私たちは障害者と社会の架け橋です
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個人正会員　４７名

法人正会員　２２団体

個人協力会員　４９名

法人協力会員　１５団体　　

　合計　１３３名・団体

個人協力会員　上口貴清　別府浩章　上村久治

　　　　　　　坂崎彩子　比名陽子　神田雅代　以上６名

法人正会員　　炭みや販売㈱　手づくり工房リズム　以上２団体

法人協力会員　はびきの園　以上１団体

内閣府主催シンポジウム｢共生社会における企業と
障害者｣東京会場でグッズ展示

　去る１２月９日有楽町朝日ホールで内閣府主催

“障害者週間の集い”が開催されました。トゥギャ

ザーは会場ロビーにて障害者施設で作られた企業向

けのノベルティーグッズを中心に製品見本と資料を

展示し、参加した多くの方に見ていただくことが出

来ました。

池田清明画の美しいＥＣＯカレンダーができました

　梅田画廊の野呂会長のご協力により、日展

特選の池田清明画伯(大阪狭山市在住　日展

会友　一水会委員)の絵を施設でつくってい

る手すき再生紙に印刷させていただき、美し

いＥＣＯカレンダーを４０００セット製造、

販売に成功しました。

　トゥギャザーがコーディネーターになって

大阪府下８つの社会就労センターがネットワ

ークを組み“七夕プロジェクト”として、昨

冬に引きつづきカレンダーづくりに挑戦した

成果です。

　障害者施設で作った再生紙を使ったカレンダーということで、環境と福祉とい

うテーマで貢献できると多くの企業から評価をいただき、ノベルティーとして採

用していただきました。

　ご協力いただきましたみなさま本当にありがとうございました。

コミュニティケア活動資金プログラムに入選

　“コミュニティケア活動資金プログラム”は住友生命社会福祉事業団・東レ株

式会社の｢大きな福祉｣を目指して、コミュニティケアの分野で活動している市民

活動団体の新しいプロジェクト起こしを支援する目的としたプログラムです。

　トゥギャザーはかねてより挑戦している、社会就労センターがネットワークを

組んで行なう紙すき再生紙プロジェクトを中心に“みんなで作ってみんなで売ろ

う”のテーマで応募し、上位２０団体に入選しました。

　昨年１０月３０日東京会場の最終選考でプロジェクトの報告を行ない、１０万

円の助成をいただきました。本当にありがとうございました。

新規ご入会ありがとうございます�
（2004年９月～2004年12月：敬称略）

会員動向（2004年12月31日現在）




